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は， I他者」表象による「われわれ」と「他者」との境界線が可変的であったという指摘である o その点については，
すでに冨山一郎氏の沖縄人と日本人との分類をめぐる言説分析によって示唆されているが，本論文は台湾先住民，ア
イヌ，朝鮮人などの序列化と，開化による日本人への組み入れの問題を解いていて，ひろがった論点を提起している。
また学知と展示との関係性を追究するなかで，学知の大衆化の問題，あるいは展示する側とされる側との関係性の問
題を提起していることも注目されよう。
本論文は完成度の高いものであるが，不足がないわけではない。第一に，博覧会の「他者」表象として欧米やアジ
ア諸国からの出品物を展示した参考館とカナダ館については， 日本的オリエンタリズムを問題にする上からも， もっ
と触れるべきであったと思われるし，第二に，先行する欧米の万国博との関連も検討すべきではなかったかと思われ
る。第三に，坪井や伊能については，草創期における人類学の開拓者的な意義をも考慮すべきではなかっただろうか。
また大阪という都市の発展の脈絡の中に博覧会を位置づけることや，坪井と伊能との関係を追究することなど，残さ
れた課題も多いというべきであろう。しかしこれらの諸点のほとんどは，稿を改めて別の論文として展開することが
望ましい。
以上の検討により，本論文が，博士(文学)の学位を受けるに十分な価値をもつことを認定する o
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